
２０１３年６月号 ８

平
成

年
４
月
分
か
ら
平
成

年
３

２５

２６

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５
，
０
４
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、

面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
案
内
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴

収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
※
納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度

や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年

金
窓
口
へ
ご
相
談
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者

及
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年

者
（

歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が

３０

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
区
役
所
お
よ
び
町
村
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

平
成

年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平

２５

成

年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平

２５
成

年
７
月
分
か
ら
平
成

年
６
月
分

２５

２６

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成

年
７

２５

月
に
申
請
す
る
場
合
は
、
平
成

年
７

２４

月
分
か
ら
平
成

年
６
月
分
ま
で
の
期

２５

間
（
前
一
年
間
分
）
に
つ
い
て
も
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
前
一
年

間
分
の
免
除
等
も
併
せ
て
申
請
さ
れ
る

場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
旭
川
年
金
事
務
所
（
０

１
６
６
‐

‐
１
６
１
１
）
ま
た
は
保

２７

健
福
祉
課
戸
籍
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
戸
籍
担
当

電
話

‐
２
１
２
３

５６

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
こ
と

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

児童手当の手続きはお済みですか？

児童手当を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。この届け
は、毎年６月１日における受給者の状況を調査し、児童手当を引き続き受けることができるか
どうかを判定するためのものです。

現況届の提出がない場合は、６月分以降の児童手当の支給が停止されますので、早めに手続
きをしてください。

なお、現況届の用紙は、５月中に対象者へ郵送しています。

１ 目的
児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支給することにより、家庭等における生

活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的と
しています。
２ 支給対象

中学校修了前の児童を養育している方に支給されます。
３ 支給額

①０～３歳未満（一律） １５,０００円
②３歳～小学校修了前まで（第１子、第２子） １０,０００円
③３歳～小学校修了前まで（第３子） １５,０００円
④中学生（一律） １０,０００円
４ 所得制限

受給者の所得が所得制限限度額以上の場合、児童手当の額は、児童の年齢に関
わらず児童一人当たり月額５,０００円となります。
５ 支給時期

毎年２月、６月、１０月に、それぞれの前月分まで（４か月分）が支払われます。

■お問い合せ 保健福祉課戸籍担当 電話５６‐２１２３（直通）

現況届を提出してください

児童手当とは

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等

の
申
請
に
つ
い
て
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■
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
通
年

使
用
は
要
注
意
で
す

ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
、
夏
の
間

も
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
使
用
し

て
、
履
き
潰
そ
う
と
考
え
て
い
る
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、「
タ
イ

ヤ
の
溝
の
深
さ
」
と
「
ゴ
ム
の
柔
軟

さ
」
が
特
徴
で
、
冬
道
で
は
そ
の
性

能
を
発
揮
し
ま
す
が
、
乾
燥
路
面
で

は
こ
の
特
徴
が
逆
に
弱
点
と
な
り
、

事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

【
乾
燥
路
面
で
使
用
し
た
場
合
の
危

険
性
】

宇
制
動
距
離
が
夏
タ
イ
ヤ
よ
り
長

い
！

タ
イ
ヤ
の
接
地
面
積
が
少
な
く
摩

擦
が
大
幅
に
減
少
す
る
た
め
、
夏
タ

イ
ヤ
よ
り
も
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
が
悪

く
な
り
ま
す
。

宇
旋
回
性
能
も
夏
タ
イ
ヤ
に
及
ば
な

い
！

カ
ー
ブ
で
は
、
激
し
い
熱
を
持
ち

変
形
し
や
す
く
な
る
た
め
、
コ
ー
ナ

リ
ン
グ
等
で
の
運
転
性
能
が
低
下
し

ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
北
海
道

２
０
１
３
参
加
者
募
集
中
！

み
ん
な
で
参
加
し
て
安
全
運
転
！

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
北
海
道
２
０

１
３
は
交
通
事
故
多
発
期
に
、
無
事

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
にににににににににににににににににににに
はははははははははははははははははははは
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
のののののののののののののののののののの
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤ
をををををををををををををををををををを
装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装
着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううう

夏
に
は
夏
用
の
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

故
・
無
違
反
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
っ

て
安
全
運
転
意
識
を
高
め
、
交
通
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

参
加
型
の
交
通
安
全
運
動
で
す
。

【
募
集
期
間
】

４
月
１
日
（
月
）
～
６
月

日
（
日
）

３０

【
実
施
期
間
】

７
月
１
日
（
月
）
～

月

日
（
木
）

１０

31

【
参
加
資
格
】

道
内
に
居
住
す
る
運
転
免
許
保
有

者【
参
加
部
門
】

５
人
チ
ー
ム
部
門
、
３
人
チ
ー
ム

部
門
、
個
人
（
１
人
）
部
門

【
参
加
費
】

１
人
６
３
０
円
（
運
転
記
録
証
明

書
の
交
付
手
数
料
と
な
り
ま
す
）

【
申
込
方
法
】

申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
、

各
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
、
役

場
企
画
商
工
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
企
画
商
工
課
交
通
安

全
担
当
に
て
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
表
彰
】

＊
参
加
者
全
員
に
「
運
転
記
録
証
明

書
（
１
年
間
の
無
事
故
・
違
反
の

記
録
）
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

＊
１
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
の
運

転
者
に
は
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
も
併
せ

て
送
付
さ
れ
ま
す
。

＊
チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
の
部
門
ご
と

に
抽
選
会
を
行
い
、
当
選
チ
ー
ム

ま
た
は
個
人
に
旅
行
券
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
す
。

平成２５年５月８日（水）占冠へき地保育所において、園児を対

象とした消防車見学及び放水体験を実施しました。青空のもと、

実際の災害時に使用する消防用ホースを握りしめる子どもたち

は、未来の消防士。笑顔で楽しそうに放水する子、ちょっと恐ろ

しそうに後ろでホースを持つ子、消防のお兄さんと一緒に放水を

体験しました。また、記念撮影では防火衣や制服、救助服を身に

まといピースや敬礼をしていました。

このような活動を通じ、子どもたちの防火意識を高め、火遊び

などをしないように見守っていきたいものです。

ちびっ子消防士、放水開始！
～子どもたちが放水体験～

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

救急出場状況（４月分）
（１人）１件急 病

（１人）１件交通事故

（２人）２件４月計

（５７人）６１件累 計

人員内は搬送※（ ）

２０１３年度 全国統一防火標語

『消すまでは 心の警報 ＯＮのまま』

２２８１
平成２５年５月２０日現在


